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 要 旨 
背景： 
飲酒と癌死亡の関係は、アジア人では、特に女性においてあまり確立されていない。 

方法： 
2000 年に検診に参加した 40-69 歳の 1,341,393 人の韓国人男性・女性の大規模前向き研

究から、飲酒量と総死亡、癌死亡の関係を評価した。2001-2005 年の 5 年間の死亡追跡で、

19,375 例の死亡が確認され、Cox 回帰を用いて縦断研究を行った。 
結果： 
男性では、飲酒量と総死亡、総癌死亡の間に J カーブの関係がみられた。しかしながら、

男女とも大量飲酒では総死亡、総癌死亡ともに正の関連がみられた。飲酒は男性において、

肝臓、胃、直腸、前立腺、食道、脳、喉頭、口唇、口腔、咽頭などの癌死亡のリスクと正

の関連があり、女性においては、総癌死亡と直腸癌死亡のリスクを高めていた。男性にお

いて、腎癌死亡は飲酒量と負の関連がみられた。 
結論： 
過剰飲酒は、男女とも、総死亡、総癌死亡、いくつかの癌のリスクを増加させた。女性

では、総死亡、総癌死亡には少量の飲酒は望ましい効果はなかった。 

 




